
これまで『Katsuhiro Miyamoto』 （イタリア、Libria、2012年）、『Katsuhiro MIYAMOTO & Associates』（韓国、Nemofactory、

2016年）など、海外では作品集が出版されてきた宮本佳明氏。日本では『「ゼンカイ」ハウスがうまれたとき』（王国社、

2006年）、『ケンチク模型。宮本流』（彰国社、2007年）、『環境ノイズを読み、風景をつくる。』（彰国社、2007年）等の著書があ

りますが、代表作を網羅した初の日本語版作品集を出版します。

　初期作品から現在進行中の最新作までの計31作品を掲載し、それぞれのコンセプトを抽出。個々の作品の独自

性が強く、一貫したスタイルが見えづらいとも言われる宮本氏の一貫した問題意識の所在や、その解決策としての

表現を浮き彫りにします。昨年秋、宝塚市立文化芸術センターで開催され、令和5年度文化庁芸術選奨（美術B／文部

科学大臣賞）を受賞した「入るかな？ はみ出ちゃった。～宮本佳明 建築団地」の展示風景も収録しています。
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 「ゼンカイ」ハウス
House Surgery

1997

阪神淡路大震災で全壊判定を受けた築110年の自宅長屋の
修復プロジェクトである。震災後広く利用された公費解体
制度は、公費修繕というオルタナティブが同時に用意され
なかったために、事実上の解体指導として機能したことは
否定できない。このプロジェクトは、「全壊」の判定が半ば
自動的に公費解体を意味したという構図に対して、実際の
修復計画を通じて異議申し立てを行ったものである。既存
の傷んだ木造軸組はそのままに、そこに新たな鉄骨の構造
体を併置して耐震性の向上を図った。生活の支障にならな
いスペースを選んで鉄骨を通し、木造軸組を随所で安定し
た新しい鉄骨フレームに緊結する。将来的には木造の荷重
は徐々に鉄骨に預け替えられてゆく。木造軸組はいずれ構
造体としての役目を終え、住まい手と震災の記憶を留めた
造作となって生き続けることになる。たとえ文化財的価値
を持つものでなくとも、建築は常に「記憶の器」としての側
面を持っている。

ウルトラ耐震補強。
─公費解体制度への
異議申し立て。
Ultra Seismic Reinforcement
—Challenges  to the publicly funded demolition system.

“Open-Air Kindergarten” is a memorial annex to celebrate 
the school’s 40th anniversary. It was supposed to be a play-
room opened to the community. The site is in the yard of the 
kindergarten, which sits on a promontory facing a waterway, 
with a grove of trees at its back. The kindergarten itself is in 
a residential neighborhood at the foot of Mt. Rokko. The new 
memorial is in the form of a “bower,” which seems to be com-
posed of just columns and a canopy, to utilize the blessing 
of its locale by nature.The building is conceived as an archi-
tecturalized toy. The windows and doors are designed to be 
fully opened but also to be closed as needed. The spring-up 
doors are created as a filter that gently mediates the garden 
setting and the door-heights are set so that only children can 
pass through those easily.
Children can run through, and around the canopy while oth-
ers sit inside and read books or draw. The canopy is essen-
tially a tent for sports meets, bazaars, mochituski (making 
traditional rice cakes), and camp-outs, allowing the children 
to move freely in the open air.Aside from this, “bower”, a 
closed volume is cut into the masonry walls that faces the 
grove and buried a half level (210words)
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宮本佳明 建築団地

   令和5年度文化庁芸術選奨
   文部科学大臣賞受賞の
「建築団地」展ドキュメントを収録！

国内外で活躍する建築家・宮本佳明、
待望の日本語版作品集

5月下旬
刊行予定

ツバメ出版流通取扱建築書・美術書 ご担当者様 フリックスタジオの新刊

▶ご注文はツバメ出版流通まで
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発行フリックスタジオ　本体3,364円／ISBN978-4-904894-61-3／C0052

新刊

宮本佳明  建築団地
KATSUHIRO MIYAMOTO Architecture Park

著訳｜宮本佳明
編集・発行・販売｜フリックスタジオ
判型・頁数｜B5変形判・約300頁
言語｜和英併記
発行年月｜2024年5月27日予定
本体価格｜3,364円（税込3,700円）予定
ISBN｜978-4-904894-61-3

［主な掲載作品］  「ゼンカイ」ハウス（1997）／ Sacrificatio（1998）／ SHIP（2006）／クローバーハウス（2006）／gather（2009）／
 澄心寺庫裏（2009）／真福寺客殿（2013）／香林寺ファサード改修（2015）／こまめ塾（2019）／北九州市立埋蔵文化財センター（2025予定）


